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鴨川市国民健康保険の状況について

①鴨川市国民健康保険被保険者数と世帯数について

鴨川市の国民健康保険被保険者は、後期高齢者医療制度への移行や短時間労働者に対する被用

者保険の適用拡大等の影響により年々減少し、本市人口の 26.6％となっています。
（年間平均数）国民健康保険事業年報より

②鴨川市国民健康保険被保険者の年齢構成について

鴨川市の国民健康被保険者については、健康保険（後期高齢者医療保険を除く）と比較して前

期高齢者（65歳～74歳）が多く加入しており、その割合は、全被保険者数の 50.0％に当たり
ます。 （年度末数）国民健康保険事業年報より
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③鴨川市国民健康保険の医療費について

被保険者 1人当たりの医療費は上がり続けていました。その後、被保険者数の減少が続くなか、
医療単価の増加、重篤な疾病等により１人当たりの医療費は増加傾向にあります。

国民健康保険事業年報より

④医療費適正化事業について

医療費の上昇を抑制する手段として、安価なジェネリック医薬品の推奨がなされています。鴨

川市の使用率は年々上がってきています。国は、令和２年９月までに 80％にすることを目標と
しています。

国保総合システムより
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⑤令和元年度鴨川市国民健康保険高額な医療費の内訳（上位 10件抜粋）

循環器系の心臓病の入院の医療費が上位を占めている。

国保データベースシステムより
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⑥令和元年度鴨川市国民健康保険主な疾病割合（同規模保険者との比較）

鴨川市国民健康保険の主な疾病割合について、同規模保険者と比較すると鴨川市の悪性新生物

（がん）の割合が高い状況向となっている。

同規模保険者 : 千葉県内国保加入率が同程度の保険者（鴨川市 26.6%）
館山市、勝浦市、富津市、いすみ市、匝瑳市、南房総市、大網白里市

国保データベースシステムより
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鴨川市 同規模保険者

悪性新生物（がん） 32.5% 28.7%
筋・骨格 15.7% 16.6%
精神 14.6% 17.1%
糖尿病 10.1% 10.6%
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高血圧症 6.6% 7.0%
その他 11.3% 10.8%
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⑦診療月ごとの受診件数の推移（件数）平成 31年 3月～令和 2年 5月診療

令和２年４月診療分のうち、入院外、歯科の件数が大幅に減少している。

国民総合システムより
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⑧令和 2年 3月診療～令和 2年 5月診療の医療費の推移 単位（千円）

コロナウイルス感染症による、外出自粛で不要不急の受診を控えた結果とみられる。

国民総合システムより

⑨令和元年度千葉県市町村 1人当たりの診療費（医科・歯科の計 調剤は除く）

（単位:円）

令和 2年 3月 令和 2年 4月 前月比 令和 2年 5月 前月比

入院 114,106 106,025 △8,081 89,805 △16,220
入院外 116,794 121,702 4,908 111,325 △10,377
歯科 15,577 13,886 △1,691 14,013 127
合計 246,477 241,613 △4,864 215,143 △26,470

1 鋸南町 439,365
2 大多喜町 430,751
3 睦沢町 427,109
4 富津市 407,670
5 南房総市 406,340
6 長柄町 403,880
7 鴨川市 397,029
8 栄町 390,437
9 長南町 381,554

10 茂原市 363,731
11 いすみ市 363,589
12 香取市 363,190
13 館山市 363,182

54 東金市 291,031
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平成 30年度千葉県市町村 1人当たりの診療費（医科・歯科の計 調剤は除く）

（単位:円）

令和元年度の鴨川市の 1人当たりの診療費は、前年度比 4.5%増となっている。
千葉県下の診療費は全体的に増となっており、保険者規模が小さい町と県南部が上位を占めて

いる。

国保データベースシステムより

1 長南町 411,152
2 大多喜町 393,229
3 睦沢町 390,723
4 富津市 389,333
5 鋸南町 388,974
6 鴨川市 380,015
7 南房総市 377,069
8 館山市 356,602
9 栄町 356,155

10 御宿町 354,501
11 勝浦市 353,514
12 香取市 347,619
13 いすみ市 344,937

54 東庄町 288,967
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⑩鴨川市国民健康保険の医療費分析について

▼鴨川市国民健康保険被保険者における診療報酬明細書から医療費の分析を実施しました。

〇令和元年度鴨川市国民健康保険疾患別医療費の状況（外来）

（平成 31年 3月から令和 2年 2月診療分） 中分類別分析

〇平成 30 年度鴨川市国民健康保険疾患別医療費の状況（外来）

（平成 30年 3月から平成 31年 2月診療分） 中分類別分析

呼吸器が増加、主なもの肺炎、気管支喘息

大分類別医療費のうち上位４位までを対象に中分類分析を行う（疾病分類上位３位までを表示）
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〇令和元年度鴨川市国民健康保険疾患別医療費の状況（入院）

（平成 31年 3月から令和 2年 2月診療分） 中分類別分析

〇平成 30 年度鴨川市国民健康保険疾患別医療費の状況（入院）

（平成 30年 3月から平成 31年 2月診療分） 中分類別分析

呼吸器が増加、主なもの肺炎

大分類別医療費のうち上位４位までを対象に中分類分析を行う（疾病分類上位３位までを表示）

（国保データベースシステムより）
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